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2019年12月に社長直轄組織として、CDO室を設置、 

社内外と連携し、法令視点に加え事業視点の最適解を目指しております。 

　　CDO室　 

CDO  

CEO 

・・・ 

 

責任者 

　　DMO 

法人事業 
 

責任者 

　　DMO 

コンシューマ事業 
 

責任者 

　　DMO 

ｾｷｭﾘﾃｨ  
部門 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データを守る３CxO  
お客さまのデータを守るため、 セキュリティ、データ利活用、情報システムの３つの観点で責任

者を配置、体制の強化を図っています。適切なデータ利活用のルール策定・判断については、

CDOが中心となり、お客様の個人情報保護に努めております。

常務執行役員　 
最高データ責任者(Chief Data Officer/CDO)  

 
 
ｺﾝｼｭｰﾏ事業統括 副統括担当 
顧客基盤推進本部長 

社内「個人情報保護規程」 で定める 

「個人情報保護管理者」 となります 

パーソナルデータの保護  | プライバシーセンター  | ソフトバンク

佐々木　一浩

https://www.softbank.jp/privacy/personaldata/data-protection/
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考え方 

PIA（プライバシー影響評価）の実施  
サービスの開発やデータを利活用する際には、利用の前に、外部弁護等第三者も交えた専門

チームが確認を行っています。具体的には、プライバシー視点で、法令のみならず、お客さまを不

快な気持ちにさせないかなどリスクを評価、安全・安心を確保しています。

✔ お客さまに不利益が生じないか？  

✔ プライバシー侵害にあたらないか？  

✔ お客さまの心情を害さないか？  

お客さまへの配慮 

データの利活用 

✔ お客さまのメリットは？  

✔ 社会の公益につながるか？  

✔ 法令に違反していないか？  

パーソナルデータの保護  | プライバシーセンター  | ソフトバンク

【FY21実績】CDO室相談2,000件超、うちPIA実施250件程度 

https://www.softbank.jp/privacy/personaldata/data-protection/
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利用者情報の取扱い ～ 昨年度からのアップデート 

 

 

 

透明性・わかりやすさの向上  改正 個人情報保護法への対応 

2 

個人情報取扱いの一元管理による 
開示等請求対応の体制整備 

プライバシーセンター・プライバシーポリシー 
第三者提供/海外移転/ターゲティング広告/外部送信 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透明性　わかりやすさ向上

個人情報保護法改正対応を機に、　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

プライバシーポリシーを再編、プライバシーセンターを設置しました 

変更前  変更後 

プライバシーセンター | ソフトバンク

https://www.softbank.jp/privacy/
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プライバシーセンター

1) 行動指針 
　 プライバシー保護に 
　対する基本姿勢を宣言 

2) データ取扱いの説明  
　データの定義や取得方法、利用目的や体制などを 

　 イラストも用い、わかりやすく説明 

3) プラポリ/法的公表事項 
　 第三者提供や海外の移転国等を説明 

プライバシーセンター | ソフトバンク

プライバシーセンターは、３つのパートから構成されています。  

https://www.softbank.jp/privacy/
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　１）行動指針

行動指針 | プライバシーセンター | ソフトバンク

従来からあった行動指針を、５つのポイントで明確化いたしました。 

https://www.softbank.jp/privacy/policy/
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２）データの取扱い①
パーソナルデータを知る

従来のプラポリとは別に、データの定義や取得方法、利用目的や体制などについて  

イラストも用い、わかりやすく説明するページを新設いたしました。  

パーソナルデータについて知る  | プライバシーセンター  | ソフトバンク

https://www.softbank.jp/privacy/personaldata/


12

従来のプラポリとは別に、データの定義や取得方法、利用目的や体制などについて  

イラストも用い、わかりやすく説明するページを新設いたしました。  

２）データの取扱い②
パーソナルデータを管理する

パーソナルデータを管理する | プライバシーセンター | ソフトバンク

https://www.softbank.jp/privacy/management/
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パートナー企業への第三者提供について、より具体的に明記しております。  

広範なサービスの明示にあたり、わかりやすさと詳細さを検討した結果、  

階層構造を用いた表示 を採用いたしました。  

３）プライバシーポリシー
　　　 第三者提供

プライバシーポリシーを確認する | プライバシーセンター | ソフトバンク

https://www.softbank.jp/privacy/contact/
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３）プライバシーポリシー
　　　 海外移転

改正個人情報保護法の外国第三者への提供については、移転先と基準適合の契約締結に加え、  

サービス利用規約やプライバシーポリシーで移転国を明示しております。  

プライバシーポリシー　での記載例  
（その他の場合） 

利用規約　での記載例  
（特定サービス提供の場合） 

国ごとの 
・個人情報保護制度、  
・主な利用目的 
 
を明示しております

対象者ごとに

移転国の一覧と

例1 

例２ 

所在が外国にあるパートナー企業への業務の委
託 | プライバシーセンター | ソフトバンク

https://www.softbank.jp/privacy/contact/overseas-offer/
https://www.softbank.jp/privacy/contact/overseas-offer/
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ターゲティング広告等①

ターゲティング広告や分析機能などの利用に関する方針  | プライバシーセンター  | ソフトバンク

ターゲティング広告や分析機能などの利用説明は、代表的な２つのケースについて、  

イラスト等を用いて説明、オプトアウトへの導線をわかりやすくいたしました。 

01 お客さまのパーソナルデータを広告配信などに利用させていただくケース

https://www.softbank.jp/privacy/personaldata/utilization/ads/
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ターゲティング広告等②

ターゲティング広告や分析機能などの利用に関する方針  | プライバシーセンター  | ソフトバンク

02 パートナー企業の広告サービスや拡張機能を利用するケース

ターゲティング広告や分析機能などの利用説明は、代表的な２つのケースについて、  

イラスト等を用いて説明、オプトアウトへの導線をわかりやすくいたしました。 

https://www.softbank.jp/privacy/personaldata/utilization/ads/
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サイトの外部送信 サイトで利用している外部送信の一覧を掲載、提供者名、サービス名、  

個人情報の取扱いに加え、オプトアウト先をご案内しております。  

サイトポリシー | ソフトバンク

当ウェブサイトが利用している広告や分析などのサービス  
当ウェブサイトには、お客さまニーズの把握や掲載順序の自動最適化、地図や株価などの有益な情報の表示や行動ターゲティング広告配信といっ
た様々なサービスが導入されています。これらのサービスにはパートナー企業が提供するサービスも含まれ、これらのパートナー企業は必要に応じ
て識別子をお客さまのブラウザに記録したり、URLや時刻などの閲覧情報などを取得することがあります。 

https://www.softbank.jp/help/sitepolicy/
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改正個人情報保護法への対応  

利用状況を全社一元管理 

● サービス/プロダクト/業務 

● 主管部門 

● 担当者 

● 取り扱う情報の一覧 

● 海外移転 

● 第三者提供 

● データ授受 

個人情報 
管理システム 

（CDO室） 

個人情報 
個人関連情報 

外部との 

データ授受 

通信の秘密 

海外移転 

コール 
センター 

契約情報 

情報の削除 

第三者提供 

CDO室に 

利用申請 
お客さま 

対応 

マスター
DB

マスター 
DB  

など 

海外移転 

承認

主管部門 

個人情報等の利用状況の実態を、サービス横断で一元管理することにより、  

お客さまの開示等請求への対応体制を整備いたしました。  

など 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利用者情報の取扱い

通信サービス提供 
目的の利用 

 
 
 

通信サービス提供の目的以外での利用

位置 

情報 

端末 

情報 

他社との 

連携等 

Webの 

行動履歴 

利用者情報には下図のようにさまざまなものが含まれます。 

具体的な利用事例については昨年報告から大きな変更はありません。  

詳細は、昨年の報告資料をご確認ください。 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000738902.pdf
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未来に向けて　お客さまが望む取扱いとは？　三方良しの規範とは？

3 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①ボーダレス時代の
データ流通 

②海外ベンダーに
説明が難しい 

③ユーザーの同意疲れ 
（ユーザーにとって意味あるやり方とは） 

GDPR 

・罰金が高額で執行が厳しい

GDPR優先。 

・GDPRに対応すれば、日本の法

律に対応できるとの誤解  

・日本法やGLは、日本語のみで、

海外ベンダに説明困難  

・本質的な 

安心安全とは？ 

・ストレスない 

手続きとは？ 

未来に向けた 課題 改正法対応を終えて、私どものガバナンスのあり方には、引き続き課題があると考えており

ます。ボーダーレス時代における安心安全なデータ流通、ストレスない手続きの実現などに

向けて、もっと工夫できることがあったのではないかと日々感じております。  

・データローカライゼーションが狙

いではなかったはず  

・安心安全な国際データ流通で、経

済競争力強化するには？
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ガバナンスの強化は、やり方によっては、お客様やベンダーの負荷を増やす要因にもなります。  

現実社会で有効に作用するルールとなるよう、テクノロジーの進化、市場環境や消費者行動の

変化などをふまえ、関係主体が連携して検討していくべきと考えます。  

透明性 

プライバシー 

社会的責任 

５Gデジタル社会 
クラウド・バイ・デフォルト  

経済安全保障 

データ流通による国際経済競争力強化  

便利に  安価に 

スピーディーに 

どの端末からでも  

すぐ使いたい 

後から変えたい 

安心・安全 

面倒は嫌 

事業者 

社会 
 

ベンダー 

 
お客さま 

監督責任 

透明性 

プライバシー 

アジャイル 

DX 

AI  IoT 

RPA 
ISMAP 

DevOps 

未来に向けた 課題

GDPR優先 
（罰金高/執行多）

CBPR 

PIA 

かんたんに 

英語圏

経済圏  データローカライゼーション 

過度なガバメントアクセス 
ボーダーレス時代 

SNS スマホ 

定型約款で一律サービス  

クラウドサービス 
サプライチェーン 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お客さまのプライバシーを尊重し、重要なポイントをわかりやすく伝え、  

お客さまご自身でいつでも確認、意思反映等ができる。  

引き続き、そんな世界観に向け、ソフトバンクは取り組んでまいります。  

これからも

プライバシーセンター | ソフトバンク

お客さまのプライバシーを最優先に考えます。 

https://www.softbank.jp/privacy/
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情報革命で人々を幸せに 


